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研究課題名「JMDC データベースを用いた脊髄腫瘍摘出術後の退院転帰に関連

する因子の検討：腫瘍局在を含む後ろ向きコホート研究」に関する情報公開 

 

１．研究の対象 

本研究の対象者は、2014年 4月から 2024年 11月の間に、日本医療データセンター

（JMDC）が管理する医療機関由来のデータベースに収録された患者情報であり、脊髄腫

瘍摘出術（髄外・髄内）または脊髄血管腫摘出術を受けた 18歳以上の入院患者です。な

お、本研究では個人を識別できない匿名加工情報のみを使用します。 

 

２．研究目的・方法・研究期間 

研究目的： 

本研究は、JMDC データベースを用いて、脊髄腫瘍摘出術後の退院時転帰（自宅退院

か転院・施設入所等か）に関連する因子を明らかにすることを目的としています。具

体的には、脊髄腫瘍摘出術後の自宅退院率とその経年的推移、退院転帰に関連する患

者背景因子（年齢・性別・併存疾患・入院時 ADL 等）、腫瘍関連因子（腫瘍局在・

良悪性等）、手術関連因子（術式・再手術の有無・脊椎固定術の併施等）、および周

術期因子（ICU 使用・合併症・リハビリテーション実施等）を検討します。 

 

研究方法： 

後ろ向きコホート研究として、JMDC データベース（医療機関由来の DPC＝診断群

分類包括評価データ）から対象症例 2,387 名（脊髄腫瘍摘出術髄外 2,172 名・髄内

205 名・脊髄血管腫摘出術 20 名）を抽出し、統計解析を行います。退院先を「自宅退

院」と「非自宅退院（転院・施設入所・院内死亡等）」に分類し、多変量ロジスティ

ック回帰分析等を用いて退院転帰に関連する因子を検討します。利益相反はありませ

ん。 

 

研究期間：実施承認日 ～ （西暦） 2028 年 12 月 31 日 

 

３．研究に用いる試料・情報の種類 

本研究では、JMDCより提供される匿名加工済みの DPCデータを使用します。具体的には以

下の情報を利用します。 

情報：年齢、性別、BMI、喫煙指数、入院時 ADL、傷病名（ICD-10コード）、手術術式、

麻酔方法、在院日数、退院先、ICU使用の有無、入院後合併症、術後リハビリテーション



 

 

 

の実施状況、検査値（アルブミン・CRP・ヘモグロビン等）、施設情報（ベッド数・施設

種別等） 等 

なお、本研究で使用するデータは JMDC社による匿名加工処理が施されており、個人を特

定できる情報は含まれていません。試料は使用しません。 

 

４．お問い合わせ先 

本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。 

ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内で、

研究計画書及び関連資料を閲覧することができますのでお申出下さい。 

連絡先： 

〒466-8550 名古屋市昭和区鶴舞町 65 研究棟 1号館 10階 

名古屋大学大学院医学系研究科 脳神経外科学 

病院助教 永島吉孝（研究責任者） 

TEL：052-744-2353 


